
令
和
4
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

5
号

三
条
市
税
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第

3
号

6月定例会では
3会派が
大綱質疑を
行いました。

 Check!

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費
」は
、令
和

3
年
度
か
ら
給
付
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
を
、い
ま

だ
受
給
し
て
い
な
い
世
帯
で
、令
和
4
年
度
に

新
た
に
市
民
税
非
課
税
と
な
っ
た
世
帯
に
、

1
世
帯
10
万
円
給
付
を
行
う
。ま
た「
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
生
活
支
援
特
別
給

付
金
給
付
事
業
費
」は
、児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
世
帯
に
、児
童
1
人
5
万
円
を

給
付
す
る
も
の
。こ
れ
ら
は
予
定
通
り
受
給

さ
れ
た
の
か
。ま
た
、家
計
急
変
世
帯
の
状
況

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。二
つ
の
給
付
事
業
で
事

務
作
業
員
経
費
を
計
上
し
て
い
る
も
の
と
し

て
い
な
い
も
の
が
あ
る
が
、こ
の
違
い
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。

　

全
国
で
給
付
金
給
付
に
当
た
り
誤
送
金
が

発
覚
し
、事
件
に
も
な
っ
て
い
る
。誤
送
金
の

防
止
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
の
令
和
3
年
度
の
実
績
は
、

Q

見
直
し
に
よ
る
影
響
を
伺
う
。

個
人
市
民
税
の
減
収
分
は
全
額
国
費
で

補
填
さ
れ
る
の
で
影
響
は
な
い
。

Q

清
掃
セ
ン
タ
ー
火
災
の
原
因
と
さ
れ
る

小
型
二
次
電
池
の
分
別
収
集
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
経
常
経
費
と
な
る
の
か

伺
う
。来

年
度
以
降
も
経
常
的
に
経
費
が
必

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
開
設
支
援
準

備
補
助
金
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容

を
伺
う
。

JR
東
日
本
新
潟
支
社
が
燕
三
条
駅
構

内
の
一
角
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

と
し
て
利
用
可
能
な
施
設
を
整
備
す
る
の

を
支
援
す
る
。

Q

Q

10
款
教
育
費
の
小
学
校
施
設
整
備
費
、

中
学
校
施
設
整
備
費
、
そ
し
て
小
中
一

体
校
施
設
整
備
費
に
つ
い
て
、
今
年
3
月
の
嵐

南
小
学
校
へ
の
不
審
者
の
侵
入
を
踏
ま
え
て
の

対
応
と
捉
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
対
策

と
、
こ
の
た
び
の
電
子
錠
の
設
置
等
に
よ
り
ど

の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ

フ
ト
面
も
含
め
た
不
審
者
対
策
を
伺
う
。

職
員
玄
関
、
体
育
館
等
の
出
入
口
は
常

時
、
児
童
生
徒
玄
関
に
つ
い
て
は
登
校

後
に
施
錠
を
行
っ
て
い
る
。

　

職
員
玄
関
に
電
子
錠
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
学
校
で
は
、
そ
の
都
度
玄
関
に
出
向
き
解

錠
を
行
っ
て
お
っ
た
が
、
こ
の
た
び
の
職
員

玄
関
へ
の
電
子
錠
の
設
置
に
よ
り
、
遠
隔
操

作
で
解
錠
で
き
、
そ
の
都
度
の
確
実
な
開
閉

が
可
能
と
な
っ
た
。

Q

令
和
4
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

6
号

電
気
料
金
値
上
げ
の
影
響
を
伺
う
。

総
額
で
7
2
1
7
万
2
0
0
0
円
、

40
%
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

Q

特
定
空
家
等
解
体
費
補
助
金

4
2
1
6
万
円
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

詳
し
く
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
。

交
付
申
請
時
に
見
積
書
な
ど
で
適
正
性

を
確
認
、
回
収
は
考
え
て
い
な
い
。
三

条
市
特
定
空
家
等
解
体
費
補
助
金
交
付
要
綱

に
基
づ
き
執
行
す
る
。

Q

学
校
管
理
費
の
防
犯
器
具
購
入
に

つ
い
て
伺
う
。

足
首
を
挟
み
不
審
者
の
行
動
を
制
限

す
る
も
の
で
、
児
童
生
徒
の
避
難
誘

導
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

Q

小
中
学
校
に
お
け
る
不
審
者
案
件

の
発
生
状
況
を
伺
う
。

近
年
で
は
本
年
3
月
に
嵐
南
小
学
校

で
発
生
。

Q

歳
出
の
2
款
総
務
費
、
新
型
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
等
生
活
支
援
事
業
費
、

補
正
額
1
7
5
6
万
8
0
0
0
円
に
つ

い
て
、
こ
の
制
度
は
ど
の
く
ら
い
ま
で

実
施
し
て
い
く
予
定
な
の
か
。
今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

ほ
っ
と
デ
リ
バ
リ
ー
の
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
継
続
を
し
て
い
き

終
了
時
期
は
、
現
時
点
で
見
通
す
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
7
月
以
降
来
年
3

Q

(1)
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
の
規
定

の
整
備
で
、
課
税
方
式
を
所
得
税
と

一
致
さ
せ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
税

収
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
。

　

(2)
個
人
住
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
と

公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書

お
よ
び
支
払
い
報
告
書
に
、
退
職
手
当
等

を
有
す
る
一
定
の
配
偶
者
及
び
扶
養
親

族
の
氏
名
を
記
載
し
て
申
告
す
る
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
行
わ
れ
る

の
か
。（1）

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
お
よ
び

譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
方
式
は
、
総
合

課
税
、
申
告
分
離
課
税
、
申
告
不
要
制
度
の

3
つ
。
原
則
、
所
得
税
と
市
民
税
の
課
税
方

式
は
一
緒
だ
が
、
確
定
申
告
の
際
、
個
人
市

民
税
の
申
告
不
要
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
税
収
に
多
少
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な

Q

い
が
選
択
に
よ
り
変
動
す
る
。

　

（2）
こ
れ
ま
で
被
扶
養
者
の
所
得
を
把
握

す
る
こ
と
に
一
定
の
時
間
を
要
し
た
。
こ
の

改
正
で
、
賦
課
に
必
要
な
情
報
が
効
率
的
に

把
握
で
き
る
。

対
象
世
帯
の
96.
6
%
の
給
付
率
。
家
計
急

変
世
帯
の
実
績
は
、
今
現
在
17
世
帯
へ
の
給

付
。
ま
た
、
家
計
急
変
で
未
申
請
世
帯
の
う

ち
、
令
和
4
年
度
分
の
市
民
税
均
等
割
が
非

課
税
世
帯
へ
は
、
臨
時
特
別
給
付
金
確
認
書

を
送
付
予
定
。

　

煩
雑
で
事
務
量
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
補
助

員
を
雇
用
し
た
。

　

誤
送
金
の
対
策
は
、
情
報
と
申
請
内
容
を

複
数
の
目
で
確
認
徹
底
す
る
。

要
と
な
る
。

月
ま
で
の
経
費
を
計
上
す
る
。

保
健
衛
生
費
、
小
児
（
5
歳
か
ら
11

歳
）
ヘ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
協
力
金
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
で
小

児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
計
上
さ
れ
て
い
た
は

ず
。
今
回
の
協
力
金
計
上
の
理
由
は
。

県
央
医
療
圏
3
医
師
会
か
ら
各
自
治
体

に
対
し
、
小
児
に
対
す
る
接
種
費
用

に
補
助
者
の
上
乗
せ
要
望
が
あ
り
、
統
一
し

た
単
価
で
協
力
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

Q

農
作
物
等
の
加
工
施
設
に

つ
い
て

三条市農産物加工施設

三
条
市
農
産
物
加
工
施
設
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
。

令
和
3
年
度
は
6
4
7
名
、利
用
目
的
は

み
そ
、ソ
ー
セ
ー
ジ
、そ
ば
作
り
が
多
い
。

Q

ダイ
ジェスト！

Q A＆

6 月定 例 会
一 般 質 問ダイジェスト!

体
験
施
設
へ
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
し
つ

つ
、広
域
観
光
連
携
等
を
通
じ
、新
た

な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
。

テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
の
誘
致
は
考
え
て
い
な
い
。

Q

三
条
市
農
産
物
加
工
施
設
の
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
。

民
間
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。ま
た
、建
て
替
え
等
は
行
わ
ず
、可
能

な
限
り
利
用
者
の
活
動
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

運
営
し
て
い
く
。

Q

施
設
で
1
工
程
で
も
加
工
し
た
物
は

販
売
で
き
な
い
と
あ
る
が
、な
ぜ
か
。

「
不
特
定
多
数
が
使
用
す
る
場
合
、衛
生

面
や
管
理
面
な
ど
か
ら
食
品
製
造
業
の

営
業
許
可
を
取
得
す
る
に
は
適
さ
な
い
」と
県

か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。

Q

新
た
に
加
工
施
設
を
新
設
す
る
場
合

Q

に
支
援
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

国
や
県
で
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、市
独
自
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

下
田
地
域
の
観
光
に
つ
い
て

道
の
駅「
漢
学
の
里
し
た
だ
」の
建
物
や

駐
車
場
の
拡
張
計
画
は
な
い
の
か
。

拡
張
等
の
計
画
は
な
い
が
、必
要
に
応

じ
て
検
討
す
る
。

Q

「
ヘ
ル
ス
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て

委
託
先
A
社
の
資
本
金
に
変
動
は
。

3
億
円
が
1
5
0
0
万
円
に
減
資
さ

れ
た
。

Q

経
営
に
与
え
る
影
響
は
。

何
ら
支
障
は
な
い
。

Q

下
請
け
先
C
社
の
動
向
は
。

何
ら
変
わ
り
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
「
音
信
不
通
」の
よ
う
な
状
態
で
は
な
い

の
か
。

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

Q

A
社
C
社
の
社
長
に
会
っ
た
こ
と
は
。

私
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
が
三
条
市
へ

来
条
時
、担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
と
き
の
議
事
録
が
あ
る
。

Q

A
社
C
社
の「
第
一
種
旅
行
業
資
格
」

は
。

二
つ
の
会
社
と
も
資
格
は
無
い
が
無
資

格
で
も
旅
行
業
違
反
に
抵
触
し
な
い
。

Q
「
一
者
随
意
契
約
」の
対
象
企
業
は
。

何
回
も
答
弁
し
て
い
る
通
り
A
社
で
あ

る
。

Q
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